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イ ス ラ ム 教 と イ ン タ ー ネ ッ ト

ネット好きなアフガン戦士たちの苦労

アフガニスタンの首都カブールで、国連事務所に勤

めるアフガン人の若い男と親しくなった。彼は最近パ

ソコンを買ったが、インターネットへの接続が難しいの

でモデムを買うかどうか迷っているという。

この国の政権は厳格なイスラム教信仰を国民に求め

る軍政組織「タリバン」である。彼らはインターネットを

「欧米の乱れた文化を伝える」、「偶像崇拝を禁止した

イスラム教に反する」とみなして禁止している。そのた

め、カブールからネットに接続するには隣国パキスタン

まで国際電話をかける必要があるのだが、その国際

回線は全部で5本ほどしかない。

彼の友人はパキスタンの知り会いに頼んでプロバイ

ダーに加入し、回線が空くまで何度も挑戦し、ようやく

電話がつながったがノイズが多くてIDとパスワードを

認識してもらえず失敗したという。接続できてもプロバ

イダーは9600bps止まりで、しかも電話がよく切れるの

で使いものにならない。アフガニスタンは世界でも珍

しいプロバイダーのない国だが、そこでさえこんない

じましい努力をしてネットに接続しようとする人がいる

とは驚きだった。

ネット接続を試みる彼は熱心なイスラム教徒で、毎日

お祈りを欠かさないし、ソ連軍との聖戦のときはゲリラ

兵士だったという。「ネットを見るのは世界の情報に接

するためだ。信仰とは矛盾しない」と語る彼はタリバン

の政策が間違っていると思っているようだったが、慎重

にも明言は避けた。

インターネットとイスラム教との関係に表と裏があるこ

とはパキスタンでも経験した。古代寺院があるガンダ

ーラで私が乗ったオート3輪の若い運転手はタリバン

を支持するイスラム主義者で、アフガニスタンのゲリラ

にも参加した経験を持っていた。イスラム主義を敵視

するアメリカが大嫌いで「日本が戦後アメリカに従属し

ているのは理解できない」と言われた。

彼といろいろ話すうちに、パソコン好きと分かった。

だが、マイクロソフト製品のことはよく知っているものの、

UNIX系のことは無知だ。「Visual Basicを勉強して

ネットプログラミングをしたい」などと言う。「マイクロソ

フトはアメリカの象徴だろ。嫌じゃないのか」と私が言

うと、彼は「使っているのはコピーしたソフトで、マイク

ロソフトには一銭も入らないから、むしろアメリカに打

撃を与えているんだ」と答え、ニヤリとした。

この理論は以前に中東でも聞いたことがあるが大き

な間違いだ。イスラム主義はイスラム世界を復興しよ

うとする運動だ。中世のころ、中東は数学や化学の先

進地域で、ヨーロッパは中東から科学を学び、ルネサ

ンスを成功させた。イスラム世界がかつてのように復

興したいなら、テロや違法コピーに走らず、協力して

「イスラムOS」を作り、中世に気前よくヨーロッパ人に科

学を教えたように、イスラム世界のGNUプロジェクトを

立ちあげるべきではないか。

私がそう言うと、彼は苦笑いして「今のパソコンは英

語用で左から右に文字が流れるが、アラビア語は逆だ

から難しい。あと10年待ってくれ」と答えた。

ネットとイスラム教の関係に表裏があることのマイナ

スはマレーシアのマハティール首相も指摘している。6

月下旬のイスラム諸国会議（OIC）で、彼は「インターネ

ットなど新技術に対して反イスラムというレッテルを貼

るのは、政治や宗教の指導者が保身を図るためだ。

欧米が持ちかけてくるグローバリゼーションには警戒

が必要だが、情報通信革命に対応していかないと、再

び植民地時代に逆戻りしてしまう」という趣旨の演説を

している。イスラム式のネット文化が花開き、アメリカ文

化のサイトからワンクリックで行けるようになったとき、

インターネットはようやく全人類の共有物となるのかも

しれない。
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